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内容︓トノサマバッタおよびサバクトビバッタの体⾊は混み合い
や周囲背景の⾊などによって大きく変わります。体⾊の変化は
群集性にも関わることから、原因分子や遺伝子に基づいて
しくみを解き明かすことで、バッタの大発生を防ぐ技術への
応用をめざしています。その過程では、同種であってもRNA
⼲渉実験が有効な系統と有効でない系統を発⾒したので、
合わせて紹介します。
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